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セ
ン
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ワ
ー
カ
ー
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不
足 

豊
澤 

幸
平 

 

今
年
の
秋
、
四
国
に
友
人
と
ゴ
ル
フ
旅
行
に
で
か
け
新
居
浜
に
宿
泊
。
夕
方
予
約
し
た
料
理
屋
に

行
こ
う
と
ホ
テ
ル
の
フ
ロ
ン
ト
に
タ
ク
シ
ー
を
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
「
最
近
、
新
居
浜
で
も
運
転
手
さ

ん
不
足
で
夕
方
は
タ
ク
シ
ー
が
手
配
つ
き
に
く
い
。
時
間
が
か
か
り
ま
す
」
と
の
こ
と
。
三
十
分
程
、

待
っ
た
が
手
配
で
き
ず
、
結
局
料
理
屋
に
迎
え
に
き
て
も
ら
っ
た
。
運
転
手
さ
ん
不
足
は
今
で
は
都

市
部
に
も
及
ん
で
お
り
、
東
京
都
や
神
奈
川
県
で
も
路
線
バ
ス
の
路
線
廃
止
や
減
便
が
相
次
ぐ
よ
う

だ
。 運

輸
の
み
な
ら
ず
、
飲
食
・
宿
泊
・
介
護
・
福
祉
、
建
設
な
ど
所
謂
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
不
足
は
、
日
本
各
地
で
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
起
因
す
る
廃
業
、
倒
産
、
ま
た
人
手
不
足
に
よ

る
機
会
損
失
額
は
日
本
全
体
で
年
一
六
兆
円
に
上
る
、
さ
ら
に
将
来
を
見
通
す
と
二
〇
四
〇
年
に
は

五
〇
〇
万
人
が
不
足
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。 

 
 

国
を
守
る
自
衛
隊
を
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
と
位
置
付
け
る
か
分
か
ら
な
い
が
、
自
衛
隊
で
も
必
要
な

人
員
を
確
保
出
来
て
い
な
い
。
防
衛
力
は
必
ず
し
も
人
の
数
で
は
な
い
が
、
最
低
限
の
人
力
が
な
い

と
国
の
防
衛
も
お
ぼ
つ
か
な
い
。 

 

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
と
い
う
名
の
通
り
、
我
々
一
人
一
人
の
日
常
生
活
に
「
必
要
不
可
欠
」
な
こ
れ

ら
の
職
種
の
人
手
不
足
を
な
ん
と
か
し
な
い
と
、
今
後
は
日
常
生
活
も
安
心
し
て
過
ご
せ
な
い
。
深

刻
化
す
る
こ
れ
ら
の
職
種
の
人
手
不
足
を
急
に
補
う
こ
と
は
簡
単
で
は
な
い
。
少
し
で
も
改
善
を
図

る
為
に
、
相
対
的
に
低
い
給
与
他
の
待
遇
改
善
、
デ
ジ
タ
ル
・
Ｉ
Ｔ
・
Ａ
Ｉ
導
入
に
よ
る
生
産
性
の

向
上
、
ロ
ボ
ッ
ト
の
活
用
、
Ａ
Ｉ
導
入
で
あ
ぶ
れ
た
人
員
の
受
け
入
れ
、
ま
た
賛
成
は
し
か
ね
る
が

労
働
時
間
の
規
制
緩
和
に
よ
る
労
働
供
給
量
を
増
や
す
等
が
、
打
開
策
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
と
て

決
定
的
な
解
決
と
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。 

そ
う
な
る
と
外
国
人
労
働
者
を
増
や
さ
な
い
と
日
本
は
や
っ
て
い
け
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
悩
ま

し
い
テ
ー
マ
で
あ
る
。
政
府
は
外
国
人
政
策
全
般
の
見
直
し
に
着
手
し
た
が
、
司
馬
遼
太
郎
は
「
日

本
人
の
精
神
は
一
寸
掘
る
と
攘
夷
が
出
て
く
る
」
、
小
澤
征
爾
は
「
日
本
人
は
国
際
化
や
多
様
性
の

重
要
性
を
理
解
し
て
い
る
が
、
一
方
で
は
日
本
の
や
り
か
た
に
固
執
す
る
傾
向
に
あ
る
」
と
危
惧
し

て
い
た
ら
し
い
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
二
〇
二
五
年
十
二
月
） 


